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「
賃
金
引
き
下
げ
反
対
、
雇

用
の
確
保
、
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
、
憲
法
を
職
場
と
暮
ら
し
に

生
か
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

愛
労
連
、
愛
知
公
務
共
闘
、
自

治
労
連
が
共
催
す
る
全
県
労
働

者
決
起
集
会
が
１０
月
２２
日
、
名

古
屋
市
中
区
・
若
宮
広
場
で
開

か
れ
、
６
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

自
治
労
連
の
伊
藤
書

記
長
は
「
民
主
党
政
権
が
す
す

め
る
地
域
主
権
改
革
は
、
国
民

の
最
低
生
活
水
準
を
守
る
国
の

責
任
を
放
棄
す
る
も
の
だ
。
こ

れ
を
許
さ
ず
、地
方
自
治
擁
護
、

住
民
生
活
擁
護
の
対
話
と
共
同

を
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
、
沖
縄

県
知
事
選
挙
勝
利
と
、
不
当
な

賃
金
削
減
を
許
さ
な
い
た
た
か

い
に
全
力
を
上
げ
よ
う
、
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
集
会
後
、
栄

交
差
点
ま
で
デ
モ
行
進
。「
貧

困
と
格
差
を
な
く
そ
う
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
勧
告
・
不
当
な
年
齢
差

別
許
す
な
と
、
賃
金
闘
争
最
終
盤
に
向
け
て
各
単

組
の
力
強
い
た
た
か
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

菅
内
閣
は
１１
月
１
日
、
２
０

１
０
年
度
の
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
つ
い
て
、
１０
人
事
院

勧
告
通
り
の
実
施
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。

県
内
各
単
組
は
、
こ
の
間
、

賃
金
・
人
員
を
中
心
と
し
た
交

渉
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

名
古
屋
は
給
与
表
の
市
側
当

初
提
案
を
大
き
く
押
し
返
し
て

削
減
案
を
圧
縮
さ
せ
、
６
月
の

一
時
金
で
削
減
さ
れ
た
カ
ッ
ト

分
に
つ
い
て
１２
月
の
一
時
金
で

戻
さ
せ
る
回
答
を
引
き
出
し
、

４
月
か
ら
の
遡
及
（
年
間
調

整
）
の
実
施
を
断
念
さ
せ
ま
し

た
。豊

橋
は
一
般
職
や
技
能
労
務

職
の
昇
格
基
準
の
見
直
し
や
、

来
年
度
の
現
業
職
の
採
用
を
約

束
さ
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
給
与
改
善
に
つ
い

て
は
、
名
古
屋
市
を
除
き
、
ど

こ
も
「
国
に
準
じ
て
対
応
」「
他

市
の
動
向
も
同
様
に
引
き
下

げ
」
と
い
う
回
答
を
し
て
い
ま

す
。
生
計
費
原
則
・
生
活
実
態

を
無
視
し
た
使
用
者
責
任
を
果

た
し
て
い
な
い
も
の
で
す
。

名
古
屋
市
を
除
く
２
０
０
９

年
度
の
県
内
市
町
村
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
の
平
均
は
９７
・
６

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
２
０
１
０

年
度
は
若
干
引
き
上
が
っ
て
い

ま
す
が
、
１
０
０
を
超
え
る
自

治
体
は
わ
ず
か
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
で
マ
イ
ナ
ス
改
定

の
理
屈
は
な
り
た
ち
ま
せ
ん
。

愛
知
県
人
事
委
員
会
は
県
内

の
民
間
労
働
者
と
の
比
較
で

０
・
７８
％
引
き
上
げ
る
勧
告
を

だ
し
ま
し
た
。
地
域
手
当
を
国

並
み
に
引
き
下
げ
た
こ
と
が
要

因
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
知
県
や
名
古
屋
市

を
含
む
全
国
の
人
事
委
員
会
勧

告
で
は
半
数
以
上
が
５５
歳
超
の

賃
金
カ
ッ
ト
に
言
及
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
従
来
か
ら
平
均
賃
金

が
低
い
市
町
村
で
国
並
み
の

１
・
５
％
引
き
下
げ
は
論
外
で

す
。現

業
賃
金
も
総
務
省
「
研
究

会
」
報
告
を
も
と
に
し
た
賃
金

改
悪
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
年
齢
や
経
験
年

数
も
分
か
ら
な
い
民
間
賃
金
を

基
に
し
た
改
悪
は
生
計
費
原
則

に
も
、
経
験
を
加
味
し
た
賃
金

体
系
も
無
視
し
た
も
の
で
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
原
則
な

競
争
入
札
で
委
託
費
が
切
り
下

げ
ら
れ
委
託
労
働
者
に
し
わ
寄

せ
が
き
て
い
ま
す
。

成
果
主
義
賃
金
の
導
入
の
検

討
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
評

価
制
度
は
人
材
育
成
の
立
場
を

堅
持
し
、
制
度
内
容
の
検
証
を

丁
寧
に
お
こ
な
わ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

や
内
容
の
検
証
で
矛
盾
を
突
き

つ
け
廃
止
を
含
む
抜
本
的
な
見

直
し
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

引
き
つ
づ
き
組
合
員
の
総
力

を
結
集
し
た
運
動
を
す
す
め
、

使
用
者
責
任
を
追
及
し
当
局
を

追
い
詰
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
名
古

屋
の
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小

企
業
の
元
気
を
と
り
戻
そ
う

と
、「
名
古
屋
中
小
企
業
（
製

造
業
）
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

１０
月
２１
日
、
中
川
区
・
南
区

の
企
業
へ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一

斉
回
収
が
行
わ
れ
、
名
古
屋
ブ

ロ
ッ
ク
を
中
心
に
、民
間
労
組
・

市
民
団
体
を
含
め
全
体
で
７５
人

が
参
加
。３
４
２
社
を
訪
問
し
、

１
３
７
通
を
回
収
し
ま
し
た
。

訪
問
・
回
収
で
は
、「
少
し

前
ま
で
は
製
作
加
工
が
で
き
た

が
、
今
は
で
き
な
い
町
工
場
が

出
始
め
て
い
る
。
町
工
場
の
技

術
力
が
す
た
れ
る
前
に
、
伝
え

活
か
す
場
や
方
法
を
名
古
屋
市

の
支
援
策
と
し
て
見
出
し
て
ほ

し
い
」「
今
は
後
継
者
が
一
番

の
問
題
」「
減
税
よ
り
も
仕
事

を
増
や
し
て
ほ
し
い
ね
。
仕
事

量
も
物
件
量
も
少
な
く
な
っ
て

る
。
国
外
へ
の
輸
出
は
よ
か
っ

た
み
た
い
だ
け
ど
、
国
内
は
全

然
ダ
メ
」
な
ど
不
況
に
あ
え
ぐ

中
小
企
業
の
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１１
月
１１
日
に
は
、
地
域
総
行

動
と
あ
わ
せ
、
全
区
で
訪
問
・

回
収
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

当局にせまる豊橋市職労

蒲郡市職

― 大企業トヨタに今こそ求める
労働者・下請を大切にする経営を ―
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第２７回トヨタシンポジウム

１１月２８日（日）１１：００～
豊田市福祉センター
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名
古
屋
中
小
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
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岩
倉
市
職

����������������		


����

��������
「「誇誇りりとと怒怒りりのの大大運運動動」」すすすすむむ

組組
合合
がが
力力
にに
なな
っっ
てて

くく
れれ
たた

県
本
部
で
は
、「
非
正
規
労

働
者
の
雇
用
の
安
定
と
均
等
待

遇
を
実
現
す
る
『
誇
り
と
怒
り

の
大
運
動
』」
と
結
合
し
た
、

１
万
人
の
非
正
規
労
働
者
の
組

織
化
に
む
け
、５
千
人
の
対
話
・

学
習
と
１
０
０
０
人
の
組
合
加

入
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の

運
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、

各
単
組
で
懇
談
会
や
県
本
部
・

関
連
協
役
員
の
オ
ル
グ
な
ど
が

と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

岩
倉
市
職
は
１０
月
１６
日
、
パ

ー
ト
部
会
が
主
体
に
企
画
し
、

「
パ
ー
ト
職
員
勉
強
会
＆
交
流

会
」
を
開
催
。
事
務
職
・
保
育

士
な
ど
仲
間
が
２４
人
集
ま
り
、

大
い
に
学
び
、交
流
し
ま
し
た
。

「
雇
い
止
め
の
話
が
出
た
と

き
、
組
合
が
力
に
な
っ
て
く
れ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
パ
ー
ト
職
員

が
残
れ
た
と
い
う
思
い
が
強

い
」「
何
も
で
き
な
い
け
ど
、

組
合
に
加
入
し
て
要
求
へ
の
意

識
が
高
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
、
交
流

会
後
、
加
入
し
た
２
人
が
正
直

な
思
い
や
期
待
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

県
本
部
・
関
連
協
役
員
に
よ

る
オ
ル
グ
が
、
１０
月
２２
日
、
名

古
屋
市
職
労
保
育
臨
職
部
会
、

１１
月
１
日
、
蒲
郡
市
職
非
常
勤

職
員
、
１１
月
５
日
、
幸
田
町
職

労
で
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、蒲
郡
市
職
で
は
、

９
人
の
非
正
規
組
合
員
の
方
と

懇
談
。「
５
年
有
期
で
雇
用
不

安
が
あ
る
。
再
試
験
を
受
け
る

が
更
新
の
保
障
は
な
い
し
、
経

験
加
算
も
な
い
」「
窓
口
対
応

か
ら
、
地
域
に
で
て
住
民
相
談

ま
で
し
て
い
る
の
に
、
非
常
勤

と
い
う
の
は
納
得
で
き
な
い
」

な
ど
、
切
実
な
思
い
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
参
加
し
た
岡

田
関
連
協
議
長
は
「
非
正
規
職

員
が
、
自
ら
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
、
処
遇
改
善
は
な
か
な
か
す

す
ま
な
い
こ
と
を
、
ま
わ
り
の

非
正
規
職
員
に
広
げ
ま
し
ょ

う
」と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

幸
田
町
職
労
で
は
、
１１
人
が

参
加
。「
勤
務
体
制
の
変
更
が

あ
っ
た
時
、
希
望
を
だ
し
て
も

年
度
末
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
回
答
が

な
い
」「
嘱
託
職
員
が
ク
ラ
ス

担
任
し
て
い
る
。
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
負
担
が
大
き
い
」

な
ど
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

竹
原
関
連
協
副
議
長
は
「
現
場

の
声
を
交
渉
の
場
で
あ
げ
て
処

遇
改
善
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

左・幸田町職労／右・蒲郡市職

１０
月
２８
日
、「
革
新
県
政
の

会
」は
、
県
政
転
換
を
め
ざ
し
、

２
月
の
県
知
事
選
挙
の
と
り
く

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
学
習
・

交
流
集
会
を
名
古
屋
市
・
労
働

会
館
で
開
催
し
、
３１
団
体
７
地

域
８０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

革
新
県
政
の
会
の
榑
松
佐
一

代
表
が
、「
こ
の
１
年
間
だ
け

で
、
県
内
製
造
業
の
１
割
が
廃

業
、
雇
用
が
６
万
人
以
上
失
わ

れ
た
が
、
県
政
は
こ
れ
に
無
策

で
ト
ヨ
タ
の
応
援
ば
か
り
」
と

指
摘
。
知
事
選
に
む
け
て
、
県

政
の
実
態
を
学
習
し
、
県
民
に

広
く
知
ら
せ
、「
緊
急
経
済
雇

用
対
策
、
国
保
料
引
き
下
げ
と

公
的
病
院
廃
止
反
対
、
待
機
児

童
の
解
消
な
ど
子
育
て
支
援
」

な
ど
の
県
民
運
動
を
す
す
め
よ

う
と
提
起
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
「
地
域
の
身
近
な

要
求
実
現
運
動
の
中
で
知
事
選

を
た
た
か
う
」「
市
民
と
業
者

の
声
を
政
策
に
生
か
し
た
い
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

県県
政政
のの
転転
換換
めめ
ざざ
しし

革革
新新
県県
政政
のの
会会
学学
習習
・・
交交
流流
集集
会会

比べてみれば…
やっぱり安い
自治労連共済の

自動車共済

自
治
労
連
・
愛
知
社
保
協
な

ど
が
と
り
く
む
「
愛
知
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
、
１０
月
２６
日

〜
２９
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

２７
日
に
訪
問
し
た
江
南
市
で

は
、「
国
保
料
の
滞
納
世
帯
が
、

０９
年
で
１８
％
と
高
い
が
、
国
保

料
が
高
い
の
が
原
因
の
ひ
と

つ
。
徴
収
あ
り
き
で
は
な
く
、

減
免
制
度
の
活
用
を
働
き
か
け

る
べ
き
」
と
参
加
者
が
発
言
。

市
は
「
減
免
は
広
報
な
ど
で
周

知
し
、
窓
口
で
納
付
の
仕
方
を

相
談
し
て
い
る
」と
し
て
お
り
、

住
民
に
目
を
向
け
な
い
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

扶
桑
町
で
は
、
歯
科
医
師
か

ら
「
短
期
保
険
証
の
人
が
、
途

中
で
治
療
を
断
念
し
て
い
る
。

減
免
制
度
を
活
用
す
る
よ
う
、

納
付
相
談
で
対
応
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
。
町
は
「
納
付
相

談
が
先
行
し
て
し
ま
う
場
合
も

あ
る
が
、
税
務
課
と
住
民
課
が

連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

犬
山
市
で
は
、
任
意
予
防
接

種
の
助
成
に
つ
い
て
、
予
防
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
と
回

答
。
参
加
者
か
ら
「
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
と
、
予
防
接
種
の

助
成
を
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し

い
」
と
申
し
入
れ
懇
談
を
終
わ

り
ま
し
た
。

介
護護
・
福福
祉
・・
医医
療療
な
ど
社
会
保保
障
の
充
実
求
め

����������������		


イハ候補勝利で

米米軍軍普普天天間間基基地地のの即即時時無無条条件件撤撤去去をを
沖縄基地問題は、全国に在日米軍
基地を抱える国民全体の問題、「日
本のいのち」を守るたたかいです。
沖縄県民との共同のたたかいを！
カンパを！自自

治治
体体
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン

������

��������
��

		����������
県県本本部部青青年年部部大大会会

１０
月
２３
日
か
ら
２４
日
に
か
け

て
県
本
部
青
年
部
大
会
が
開
催

さ
れ
、
の
べ
６０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

名
古
屋
市
議
の
山
口
き
よ
あ

き
さ
ん
を
講
師
に
「
名
古
屋
港

か
ら
見
る
愛
知
県
政
、
名
古
屋

市
政
」
と
題
し
、
藤
前
干
潟
を

守
っ
た
住
民
と
の
共
同
、
イ
タ

リ
ア
村
破
綻
で
明
る
み
に
な
っ

た
大
企
業
奉
仕
の
港
湾
行
政
、

港
で
活
躍
す
る
中
小
企
業
や
労

働
組
合
な
ど
、
様
々
な
切
り
口

か
ら
課
題
と
展
望
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

２４
日
は
名
古
屋
市
教
育
館
で

大
会
を
行
い
、
単
組
の
多
様
な

活
動
を
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

新
役
員

部

長

加
藤
有
香
（
名
古

屋
市
職
労
）

副
部
長

高
村
幸
弘
（
名
水

労
）
太
田
貴
之
（
岩

倉
市
職
）

書
記
長

加
藤
敬
之
（
豊
川

市
病
労
組
）

書
記
次
長

原
田
直
己
（
名
古

屋
市
職
労
）
植
野
孝

樹
（
豊
橋
市
職
労
）

●
蒲
郡
社
福
労
（
１０
月
１９
日
）

執
行
委
員
長

岡
田

隆
二

副
執
行
委
員
長

廣
濱

紀
子

〃

小
笠
原
佐
夜
子

書

記

長

鈴
木

康
仁

書
記
次
長

鈴
木

康
之

●
知
立
市
職
労
（
１０
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

彰
治

書

記

長

杉
浦

和
成

会

計

久
永
美
由
紀

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


